
特定非営利活動法人

児童虐待防止全国ネットワーク
1 事業の成果

2 事業の実施に関する事項

目的を同じくす
る団体との連

携事業

平成25年11
月24日

東洋大学白
山キャンパス

約10人

平成25年9月
1日

ＴＫＰ大手町
カンファレンス
センターホール

約10人
一般

約70人

平成26年
3月

子ども虐待防止推進助成事業
　子ども虐待防止の先駆的・開拓的又は研究
的な取組を行っている団体に対し、経費を含むさ
まざまな助成をし、当該団体と連携した子ども虐
待防止の推進を図った。

1,543

平成25年
8、11、12月

宮城県

長野県
松本市

2人

約100人

一般
約40人

21

1,333

被災地における子ども虐待防止に向けた支援
事業
　被災児、教師等を対象とした心のケアのための
プログラムを宮城県子ども総合センターとの共催
で実施した。また、助け合った仲間が集まり被災
体験を語り合い、子ども虐待の未然防止につな
がる同窓会を開催した。

12人

従業者の
人数

受益対象者の
範囲及び人数

一般・専門職
約300人

学生委員会における啓発活動
　 「学生の私たちにできること～子ども虐待をなく
すために～」をテーマに学生委員会主催の「学生
フォーラム」を開催。子ども虐待についての理解を
深め、学生たちに啓発を行った。

事業名

16団体

東京・愛知・
長野・滋賀･
岡山・和歌山
など16か所

事業内容

不特定多数




女性就業支
援センター

実施場所

2,849

不特定多数
リボン配布数

（約3万4千個）
マスク配布数

（約15万枚）他

約40人

不特定多数



東京・茨城・

千葉
3団体

虐待で命を落とした子どもの鎮魂集会事業
　児童虐待で命を落とした子どもの冥福を祈り、
虐待のない社会を目指すための集会及びパレー
ドを実施した。

平成25年11
月17日

星陵会館/日
比谷公園大
音楽堂

3,076

　「性虐待への対応~その現状と課題」を開催し
た。基調講演では、わが国の性暴力全体の状況
と取組み状況が報告され、シンポジウムでは児童
相談所関係者、医療関係者、弁護士からは各
現場での課題や対応の方向性が示された。

平成26年
1月11日

平成25年
6月22日

通年

1,601

一般
約350人

1,201

約20人

21,452

オレンジリボンフォーラム
　一般の子育て中の親や子育て支援者を対象
に児童健全育成をテーマとした講演会、ポスター
コンテストの表彰式、コンサート、支援企業・団体
の活動事例の報告会、関係者の意見交換会な
どを実施した。

児童虐待防
止啓発事業

児童虐待防
止シンポジウ

ム事業

282

甲斐さんを囲んで、皇居一周マラソン
　子ども虐待防止を訴え、日本一周マラソンをし
ている甲斐英幸さんの講演、参加者とともに皇居
一周マラソンを実施した。

全国

オレンジリボンポスターコンテスト
　一般への啓発を目的に、全国の美術系専門
学校生・大学生等を対象にオレンジリボンを用い
たポスターのデザインを募集し、参加企業とともに
啓発活動を行った。

オレンジリボン共催事業
　当法人の支援団体に11月の虐待防止月間を
中心に虐待防止のイベント共催を呼びかけ、全
国16団体とともに虐待防止の啓発活動を行っ
た。

発明会館

全国
(表彰式：　女
性就業支援

センター）

実施日時

平成２５ 年 度 　事 業 報 告 書

事業費の
金額
(千円)

不特定多
数

不特定多数

平成25年度
中

専門職
約220人

日本子ども虐待防止学会との連携して、児童虐
待防止の啓発を行った。また26年度開催の世界
大会に向けて経済的な支援として寄付を行った。

オレンジリボン配布活動
　児童虐待防止のシンボルであるオレンジリボンや
オレンジリボンバッジ、マスクの配布、さまざまなキャ
ンペーンへの参加等により、児童虐待のない社会
の実現を目指す啓発活動を行った。

平成25年
2月～6月

695

約200人

一般
約480人

平成25年
12月7-8日

1,46610人

　シンポジウム事業では、わが国では未だ本格的な取組みに至っていない「性虐待」問題を取り上げ、関係者に事態の重大性と
取組みの重要性を知る機会を提供することができた。今後さらにこのテーマを深め、各方面での対応の強化、法制度の整備につな
がる活動をする予定である。啓発事業では、新たに健全育成分野からの虐待予防の取組みとして「オレンジリボンフォーラム」を開
催し、親子連れの参加などがあり、参加者から好評を得た。「鎮魂集会」では虐待死防止の目的を明確にし、それに即した企画と
したところから、内容の充実した集会となった。その他、オレンジリボンマスク等の配布による啓発活動も例年以上に実施することが
でき、多くのボランティアが参加しての活動となった。他団体との連携では、日本子ども虐待防止学会との連携、東日本大震災関
係のプログラムの継続、共催による啓発活動などにより、幅広い活動につなげることができた。

平成25年4月1日から平成26年3月31日まで


